
薬事日報　薬学生新聞

　普段は薬局で働きつつ、切り絵作家と

しても活躍する薬剤師がいる。奈良市在

住の石賀直之さん、その人だ。仕事を終

えた平日の夜間や休日、自宅で創作に取

り組む。鳥や花、植物など自然をモチー

フに無心で絵を描き、その線だけを残す

ようにしてナイフで紙を切り抜く。独創

的で繊細な切り絵への評価は高く、様々

な賞を受賞してきた。全国にファンも多

い。薬剤師と切り絵作家は全く異なるよ

うに見えるが、「そこで得た経験はそれ

ぞれどこかで生かされてくる」と石賀さ

ん。今後も二刀流を貫き、自分の思い描

く人生を切り拓く構えだ。
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関西メディコ サン薬局京終店 石賀 直之さん
自宅２階のギャラリーで

（２ページへ続く）

　幼少期から絵を描くことが好きだった石賀さ
ん。小学校高学年の頃、親の知り合いから工作用
ナイフをもらったことをきっかけに、自分が描い
た画を切り抜いて遊ぶようになった。高校時代は
美術部に所属。油絵を描いたり、切り絵を楽しん
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